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２０２０年度業務実績報告書 

提出日 2021 年 1 月 18 日 

 

１．職名・氏名 准教授・渡邉敏生     

 

２．学位  学位 博士、専門分野  経済学 、授与機関  神戸大学 、授与年  2005 年    

 

３．教育活動 

(1)講義・演習・実験・実習 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

ミクロ経済学Ⅰ（2 単位） 1 年生 

②内容・ねらい 

ミクロ経済学の基礎を学ぶ。家計の消費行動や企業の生産活動を経済学ではどのようにアプロ

ーチするのか学習していく。主に、完全競争市場を講義。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

オリジナル・テキストを用意して講義をしている。オリジナル・テキストは、講義の内容と宿

題プリントがセットになっている。全 10 講で宿題プリントは 10 枚ある。宿題はすべて回収し、

平常点として成績に考慮している。また、学生が間違えやすいところを確認した。中間テスト

を実施して理解を促している。 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

ミクロ経済学Ⅱ（2 単位）1 年生 

②内容・ねらい（自由記述） 

ミクロ経済学Ⅰを踏まえて、有限の資源が市場を通じた経済活動の中でどのように配分される

かを学習していく。主に、一般均衡分析、市場の失敗（独占、寡占、外部性）、期待効用などを

講義。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫（自由記述） 

オリジナル・テキストを用意して講義をしている。オリジナル・テキストは、講義の内容と宿

題プリントがセットになっている。全 10 講で宿題プリントは 7 枚ある。宿題はすべて回収し、

平常点として成績に考慮している。また、学生が間違えやすいところを確認した。中間テスト

を実施して理解を促している。 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

経済数学（2 単位） 1 年生 

②内容・ねらい（自由記述） 

経済学や経営学を学んでいく上で役に立つ基本的な数学のスキルや思考法を学ぶ。主に、関数

（1 次関数から 3 次関数まで）、微分、行列などを講義。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫（自由記述） 

オリジナル・テキストを用意して講義を行っている。オリジナル・テキストは、講義の内容と

宿題プリントがセットになっている。全 10 講で宿題プリントは 10 枚ある。宿題はすべて回収

し、平常点として成績に考慮している。また、学生が間違えやすいところを確認した。中間テ

ストを実施して理解を促している。 



①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

外書購読（2 単位） ２年生 

②内容・ねらい（自由記述） 

現代社会や経済の動向に関する短めの論文（エッセイ）を読んでいく。役に立つ専門用語や思

考法について英語および日本語で学ぶ。英語の構文を正確に理解して、明瞭な日本語に訳して

いく。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫（自由記述） 

学生の学力（英語の読解力）に合わせて教材（テキスト）を用意。2020 年度は、起業家や社会

活動家のスピーチを英文で読んだ。 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

演習Ⅰ（4 単位） 3 年生 

② 内容・ねらい（自由記述）  

現代の日本社会や経済の動向を把握し、日本が抱える問題点を発見していく。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫（自由記述） 

文献を読み、レジュメにまとめたものを個人でプレゼンテーションしていく。発表内容を「イ

ントロダクション」、「展開」、「結論」の 3 つのパートを分け、それぞれを意識して発表するよ

うに指導した。発表する力、質問する力を鍛えた。2020 年度は、平田オリザ氏（劇作家）の著

作を読みこなした。 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

演習Ⅱ（4 単位） 4 年生 

②内容・ねらい（自由記述）  

「福井・日本・世界」の社会や経済の動き、産業の動向を把握し、マクロ・ミクロの視点から、

現在、抱えている問題点を発見する。自分でテーマを決め、卒論を執筆する。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫（自由記述） 

各自が卒論のテーマに沿った文献を読み、ゼミ生の前でプレゼンテーション（発表）していく。

卒論のテーマを 5 月下旬に決め、夏休み前に中間報告会を実施した。後期のゼミでは原稿の執

筆と発表を同時に行い、12 月下旬を初稿の提出締切とした。年末年始に添削を行い、学生はそ

れを踏まえて、完成原稿を 1 月中旬に提出した。 

(2)その他の教育活動 

内容 

 



４．研究業績  

(1)研究業績の公表 

①著書 

 

 

 

 

【本】 

②学術論文（査読あり） 

※1 T. Watanabe “Financial Instability and the Effect of Monetary Policy”, Bulletin of 

Political Economy 14(1), pp.117-145. 

 

※2 T. Watanabe “Reconsideration of the IS－LM model and the Limitation of Monetary 

Policy : A Tobin–Minsky model”, Evolutionary and Institutional Economics Review, August 

28th , 2020.、 

 

【2本】 

③その他論文（査読なし） 

 

 

 

【本】 

④学会発表等 

 

 

 

 

【件】 

⑤その他の公表実績 

 

 

 

【本】 

 

 

(2)科研費等の競争的資金獲得実績 

 

 

 

 

(3)特許等取得 

 

 

 

 

(4)学会活動等 

司会（ポスト･ケインズ派経済学研究会(12/19)） 

 

 



５．地域・社会貢献活動 

1 大学出張講義：大野高校 (11 月)、北陸高校（12 月） 

2 SSH 事業（国際教養講座担当）：藤島高校（12 月） 

 

 

 

６．大学運営への参画 

(1)補職 

 

 

(2)委員会・チーム活動 

1 年生学生相談委員 

(3)学内行事への参加 

入試説明会：福井工業大学付属福井高校（8 月） 

(4)その他、自発的活動など 

 

 

 

 

 


